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全労連初級教育高知開校式

２０１５年５月２４日
高知県労働組合連合会

どうやって何を学ぶのか

学びをあなたの力に

一緒に学ぼう

はじめの一歩を踏み出そう

何故、

初級組合員教育なのか？

①職場の人減らし、「合理化」、成果
主義が進行し、「組合活動どころでは
ない」といった時間的制約、肉体的、
精神的疲労の蓄積状況が広がってい
る。

②組織率の低下、幹部層の退職など
が重なり、次世代活動家の育成を今
のうちに行わなければ大変なことにな
るという危機感が強まっている。

③職場段階で新入組合員の学習教
育が、ほとんど行われていない。

④職場活動の弱まり、幹部活動家の
退職で職場の具体的な活動を通じて
の組合員教育の機能が低下している
（定期の会議、学習会の開催。世話役
活動。要求討議、団交、集会の開催
…）
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⑤青年層の価値観が変化し、多様化
している。また、非正規労働者の増加
による意識の分断なども起きている。
他方、使用者側の仕事上での意識の
取り込みが進んでいる。

⑥これまでの個人的、経験主義的な
対応では限界がある、従来の経験も
活かしながら組織的な教育制度の構
築への要望が高まっている。

学習形態

①自習：テキスト、ホームページを使った自己学習。
１章１ヶ月のペース。

ホームページ上での章ごとの簡単な○×問題（１０
問）で到達を確認。閉講式でレポートの提出を行う。

②集団学習（講演と集団での討議）。６月の開校式、
１１月の終了式。

また、基本的に１章ごと（毎月１回）の学習会（ス
クーリング）を計画する。県労連、単組、単産、地
域で検討。

※更に、秋ごろに５講座程度の「労働学校」を開催
することで県学習協と調整中。

教科書の章立て

第１章 人間らしく生き働くことと労働組合

第２章 労働者の要求とその実現

第３章 要求と課題……ディーセントワークめざ

して

第４章 労働組合の活動と組織の強化拡大

第５章 未来をひらくナショナルセンター・全労

連

wakuwaku-Z

あ と で

はじめの一歩

第一章

高校生対象の出前授業の内容を紹介。
みんなで考えよう。
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今日、これだけは覚えて帰っても
らいたいこと２つ

①はたらく人（自分）には権利がある

②困ったら一人で悩まず相談する

はたらくってどんなこと？

①就職 ⇒ 人に雇われる（雇われて働く）

②跡を継ぐ ⇒ 自営で働く

③起業する ⇒ 自営＋人を雇う

①のはたらくって？

〇人に雇われる

〇人の指示命令で働く

〇時間決めで働く

労働者とは？（労基法９条）

①職業の種類を問わず、

②事業または事業所に使用され、

③賃金を支払われる者

それでは、学生アルバイトは？

アルバイトをする学生も労働者

⇒ 労働基準法が適用される

⇒ 学生アルバイトにも権利がある

１．働く人には権利がある
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使用者

労働者

労使の力関係

使用者労働者

労使対等の原則

日本国憲法

労働組合法

労働基準法

憲法は私たちの味方

①１９条～２１条 思想信条の自由

②２５条 人たるに値する生活

③２８条 労働者の権利

⇒ 人間が人間らしく生きる

労働者を守る２つの法律

①労働基準法 ⇒

これ以下は違法という最低基準を定める

②労働組合法 ⇒

憲法が保障する３つの権利

団結権、団体交渉権、団体行動権

労働基準法の３つのキーワード

①人間らしい

②労使対等

③（法以下は）無効

契約の大切さ

①労働条件の明示(第15条) 

②労基法違反の労働契約は

無効(第13条)
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これだけはやろう

１．労働契約書、就業規則の保管

２．給与明細書の保管

３．労働時間等のメモ
何時から何時まで働いた
いつどこで誰に何を言われた

給与明細

情報満載 あなたの働き方
会社のこと が 分かる

労働条件の２大要素

①賃金

②労働時間

賃金のはなし

①最低賃金がある

②所定労働時間を越えて働いたら

別途賃金支払いが必要

⇒非人間的労働へのペナルティー

最低賃金とは

法の趣旨：これ以下では働かせては
いけない！引き上げの努力義務

会社側：ここまで下げることがで
きる！
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東京－高知の格差

年間３８０，０００円の差

東京８８８円－高知６７７円＝２１１円

香川県：７０２円 高知より２５円高い

労働時間のはなし

労働時間（労基法）
①１日８時間（以内）

例：８：３０～１７：３０ （拘束時間）
１２：００～１３：００ 休憩（昼休み）
⇒ 実働８時間

週４０時間（以内）
８×５ （週休２日制）

②休日週１回（以上）

働くイメージ

１年 ３６５日

１年 ５２週

週休２日制であれば、年間１０４日休み

更に国民の祝日 １５日

３６５－１０４－１５＝２４６

月の労働日は？

２４６÷１２＝２０．５

労働時間の原則
１日の３分割

仕事に８時間休息に８時間

おれたちがやりたい
ことに８時間

８時間ソング

罰則・ペナルティー

⇒時間外労働には労使協定必要

時間外労働：１２５％ 深夜労働：１２５％

※月６０Ｈを超えたら１５０％

休日労働：１３５％

時間外＋深夜労働：１５０％

休日＋深夜労働：１６０％

⇒時間外、休日、深夜労働に対するペナルティー
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時間外割増賃金

７時間 ４時間１時間 ７時間

所定労働時間
法定

時間内
残業

法定時間外残業 深夜の法定時間外残業

割増賃金
５０％以上

割増賃金
２５％以上

ＡＭ9:00 ＰＭ5:00 ＰＭ6:00 ＰＭ10:00 ＡＭ5:00

通常賃金

１２時間 ２時間

休日労働 休日労働＋深夜労働

割増賃金
３５％以上

割増賃金
６０％以上

ＡＭ9:00 ＰＭ12:00ＰＭ10:00

③年休
〇週の所定労働日数が5日以上又は週の所定労働時間が30 時間以上の
労働者

〇週の所定労働日数が４日以下かつ週所定労働時間が30 時間未満の労
働者

週所定 1年間の 勤務年数

労働日数 所定労働日数 ０．５年 １．５年 ２．５年 ３．５年 ４．５年 ５．５年 ６．５年以上

付
与
日
数

４日 １６９日～２１６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １２日 １３日 １５日

３日 １２１日～１６８日 ５日 ６日 ６日 ８日 ９日 １０日 １１日

２日 ７３日～１２０日 ３日 ４日 ４日 ５日 ６日 ６日 ７日

１日 ４８日～７２日 １日 ２日 ２日 ２日 ３日 ３日 ３日

知らないと損すること

社会、労働保険の加入
１）社保（健康保険、厚生年金）は1日又は1週間

の労働時間が正社員の概ね３／４以上。３０時間
以上。1ヶ月の労働日数が正社員の概ね３／４以
上であること。

２）①労災は全員、②雇用保険は1週間の所定労

働時間が２０時間以上であること。３１日以上雇
用される見込みがあること。

経営者は勝手に解雇できない！

１、法律による解雇の禁止または制限
①業務上の傷病による休業期間及びその後３０日間の解雇
(労働基準法第１９条)
②産前産後の休業期間及びその後３０日間の解雇(同条)
③国籍、信条等を理由とする解雇(第３条)
④監督機関への申告を理由とする解雇(第１０４条)

２、労働契約法１６条解雇権の濫用
解雇には、客観的に合理的な理由、
社会通念上の相当性が必要

ブラック

貧困 格差

セクハラ

パワハラ
法と現実の違い

○憲法（法）は、職場の門まで?
会社のブラック化

人員削減・成果主義の強化

○社会もブラック化
労働者派遣法の改悪＝「生涯派遣労働者」

「残業代タダ法案」

「解雇自由化法案」＝解雇の金銭解決
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従来型雇用の崩壊

①正規雇用

②終身雇用

③年功序列賃金

〇３４条（休憩）、休日（３５条）、時間外・休日割増
（３７条）、年休（３９条）違反

⇒６カ月以下の懲役または３０万円以下の罰金

〇労働条件の明示（１５条）、賃金の支払い（２４
条）

⇒３０万円以下の罰金

労基法違反は刑事罰！

２．困ったら一人で悩まず、
まずは相談を

３つの相談先

①労働組合

②職場の先輩・上司・学
校の先生

③監督署・県労委

団結の重要性

①３本の矢の訓え

②「錐ガエル」「樽ヘビ」「ざるド
ジョウ」の訓え

自分と社会は変えられる
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３つの主人公になろう

①自分

②会社

③社会

労働組合のＡＫＢ

Ａ

Ｋ

Ｂ

あきらめない

くじけない

ぶれない

労働組合の新・ＡＫＢ

Ａ

Ｋ

Ｂ

明るく

軽やかに

ブレイクしよう

ご清聴ありがとうございました。

m(_ _)m 


